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1.は じめに

かつて世界的に流行 した庖瘡(天 然痘)を, 庖

瘡神の仕業だとする庖瘡神信仰が世界各地でみ ら

れる。 日本でも庖瘡絵や庖瘡送 りなどがあったが, 

庖瘡の撲滅 した今 も, 鹿児島県には庖瘡踊 りがあ

る。庖瘡神を招 き, 最後に地域から送 り出す内容

を上肢で表現 した, 静的な女性の舞踊であるD。

また一説に, 日本の庖瘡の起源であるイン ド

にも庖瘡神の舞踊が現存す る。それはサ ンスク

リッ ト語のdeivam(神)か ら派生 したテイヤム

Teyyamと いう儀礼 にみられる。鮮やかな化粧 に, 

衣装や頭飾 りを着 ける, 動的な男性の舞踊であ

る。

このように, 庖瘡 という病気治癒祈願の舞踊の

伝承がアジア地域に共通 してみられる現象は, ダ

ンスセラピー*が病気治療に役立てられる現在にお

いて注 目に値すべ きことではないだろうか。

2.研 究対象 と目的

本研究ではアジアにおける庖瘡治癒祈願の舞踊

の一例 として, アジァの根幹で もあるインドの, 

西南部ケーララ州の, テイヤムの庖瘡神(カ ンダ

カルナンKandakarnan)の 舞踊を対象 とする。ま

たテイヤッカーラン(テ イヤムのパフオーマー)

が トレーニングとして一度は経験するといわれる

武術カラリパヤットKalarippayattuも対象 とする2)。

稲垣3)の 指摘する 「舞」 と 「武」の同根性 を参

考に, 萢瘡 治癒祈願の舞踊の動作特性に特化 した
一考察を行うことを目的 とする。

3.研 究方法

文献調査に加え, 2004年2～3月 にインド西南

部ケーララ州カンヌールにて, 文化人類学的調査

手法 によ り行ったフィール ドワーク, 参与観察

(Gurukulam Kalari Sanghamで の2週 間のカラリ
パヤット体験を含む)を 方法とする。舞踊の分析

にはグラフノーテーションを用いる。

4.結 果および考察

4.1.テ イヤムにおける萢瘡神の舞踊

テイヤムを行う目的は子孫繁栄や豊作, 無痛分

娩を祈るなど多様だが, その中に庖瘡治癒祈願が

ある。庖瘡の撲滅 した今では, 庖瘡治癒 というよ

りは庖瘡や一般 的な病気の流行予防を祈願する意

味合いが強いと考えられる。テイヤムで庖瘡神 と

されるの は4神(Kandakarnan, Vasurimala, 

Dandadevan, PuthiyaBhagawathi)で ある。

4.2.カ ンダカルナンの舞踊

本研究で対象とするのは, 2004年2月10日 に行

われた舞踊である。この舞踊は他の庖瘡神の舞踊

に比べ動作以外の点でも過激であるためカラリパ

ヤットによる訓練の必要性が考えられる点, この

時のテイヤッカーランD氏(21)は カラリパヤ ッ

トを経験したことがあるという点か ら選定 した。

4.2.1.全 体構成

舞踊全体は約12分 半の長さで, 5部 構成 と考え

られる。舞踊に伴って太鼓, シンバル等の演奏 も

行われる。衣装の トーチは点火され, 炎に包まれ

て舞踊が進んでい く。スッール上で踊る1部, 最

高潮に達する2部, トーチをはず した後の3部, 

頭飾 りをはずした後アシスタントに伴われて走 り

回る4部, 身軽な衣装で軽快 に踊る5部 である。

4.2.2.グ ラフノーテニションによる分析

2部 では衣装の一部である トーチが燃える中ス

テップ, ジャンプが中心に行われる。リズムの変

調にしたがって, ステップもより速 く複雑に, 動

作 もより動的になっていく。次の3部 では腰の動

作 も加わり, 5部 ではからだ全体を使い踊られる。

4.3.カ ンダカルナンの舞踊の基礎 としてのカ

ラリパヤット

テイヤムとカラリパヤットとの関連は背景の点

でもみられるが, 稲垣は動作の点でより関連があ

るという。カラリパヤットは下肢を前方に蹴 り上

げる脚のエクササイズ(1)～(7)から始 まる。次にそ

れ らを組み合わせた動作(8)(9)と進められ, 上級者

はさらに武器の体系を行う。発表者は(1)～(9)を体

験 した。全身の柔軟性やバランス, スタミナや集

中力の向上が期待される動作であると考えられる。

5.お わりに

今後は他の庖瘡神の舞踊について, またカラリ
パヤットについてもさらに考察を進める。そして

将来的には身体動作と生業形態との関連や, 社会

的機能 といった社会学, 人類学的考察をふまえ, 

日本とインドの庖瘡治癒祈願の舞踊の通文化研究

を行いたい。
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